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※県内の過去に植樹・育樹

活動を行った会場

加賀東芝エレクトロニクス株式会社加賀東芝エレクトロニクス株式会社

 

サイトレポート情報サイトレポート情報

所在地

 

：石川県能美市岩内町１番地１

主要製品：小信号トランジスタ、パワートランジスタ、チップ

ISO14001認証取得：1996年2月、最新更新(統合)年月：2008年8月
ISO14001認証番号：EC98J2014

敷地面積：330,000ｍ２、建家面積：54,891ｍ２、緑化率26.6％

サイトの紹介サイトの紹介

２００８年度の環境の主な取組み２００８年度の環境の主な取組み

製品、環境技術開発紹介製品、環境技術開発紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

設立

 

：1984年12月、正規従業員 ：832人（2009年3月現在）

加賀東芝エレクトロニクスは、東芝グループの半導体製造拠点として昭和５９年（1984）に設立、

 

製品の開発設計、チップから組立まで一貫生産をする最新鋭工場です。人間の叡智、先端技術を

 

結集し、徹底した品質管理(ISO－9001)の下での安定した生産体制を誇ります。

 

また、霊峰白

 

山麓、辰口丘陵の自然から生命力を吸収し、美しい地球環境保全の取り組み(ISO－14001)を全社

 

挙げて実行し、広く世界に、また次の世代へ感謝の心を守り伝えていきます。

｢クリーン作戦｣への参加｢クリーン作戦｣への参加｢クリーン作戦｣への参加｢クリーン作戦｣への参加 ｢石川の森づくり｣への参加

下草刈り

植 樹

◆「石川の森づくり」は県内の企業や一般
市民が参加して、木を一本づつ植え、育て
ることにより、将来の環境という資産を残そ
うという活動であり、加賀東芝も社団法人
石川の森づくり推進協会の実行委員として、
積極的に植樹や下草刈り活動に参加。
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マルチメディア時代を支えるキーコンポーネントとして

不可欠の個別半導体

当社が製造する個別半導体（ディスクリート）はマルチ

メディア時代に欠くことが出来ないキーデバイスであり、

パーソナルコンピューターや携帯電話など、ＩＴ産業分

野を中心に、デジタルスチールカメラや家庭用ゲーム

機器など、様々な電子機器で活用されています。
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☆地球温暖化の防止

 

：CO2排出量削減⇒目標:1104ｔ-CO2削減・実績:1,641.8ｔ-CO2削減

:温暖化物質（ガス）排出量削減⇒目標:排出量20GWP千ｔ以下・実績:14.6 GWP千ｔ

☆資源の有効利用の推進：廃棄物総排出量の削減（有価物含）⇒目標:排出量2,421ｔ以下・実績1,914ｔ

：水資源受入量の削減

 

(工水・市水)⇒目標:受入量2,585千m3以下・実績2,165 m3

☆環境リスクの 低減

 

：化学物質排出量削減⇒目標：排出量120ｔ以下・実績86.3ｔ

☆地域コミュニケ－ションの推進

 

：

 

“石川の森づくり”（緑化ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ-27名）参加

：

 

環境報告書の発行、環境ニュス等。

☆環境意識の向上地域との協調

 

：環境教育e－ラ－ニング化(６月実施)

：清掃ボランティア活動（クリーン作戦-199名）参加。

: 三大環境月間(環境月間・３R月間・省エネ月間)の推進

代表取締役社長

 

谷全 祥市
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当社周辺の通勤路や市内などの清掃活

 

動「クリーン作戦」を、毎年、当社従業

 

員やその家族らで、実施しています。

 

2008年度は199名が参加しました。

スクラバー多孔板及びミストキャッチャーは排ガス等によ
り異物が堆積しガスの排気に抵抗が生ずる。これらを定
期的に清掃することにより排ガスの流れを良好にし排気
能力を向上し排気Ｆａｎ動力を低減する。
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環境方針環境方針
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エネルギー使用量

 

（単位：kL） CO2排出量

 

（単位：トン-CO2）

廃棄物総発生量

 

（単位：トン） 廃棄物最終処分量と最終処分率

 

（単位：kg，％）

水の使用量

 

（単位：千㎥） 排水量

 

（単位：千㎥）

第４次ボランタリープラン削減対象の排出量の推移

 

（トン）第４次ボランタリープラン削減対象の取扱量の推移

 

（トン）

主な廃棄物名：汚泥、廃油、プラスチック、ガラス・陶磁器等

主な化学物質：硫酸、ＮＭＰ、ＩＰＡ、ＰＥＧＭＥ
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遵法管理状況遵法管理状況

排水測定結果（主な測定結果）（酸又はアルカリ表面処理施設、排水処理施設等、河川（専用暗渠～手取川）へ放流

大気測定結果（炉筒煙管式ボイラー（Ａ重油使用）２台）

環境事故・指導指摘・苦情の有無

状況

環境事故発生の有無 なし

工場周辺や地域での環境問題発生の有無 なし

行政からの指導・指摘の有無 なし

近隣住民からの苦情の有無 なし

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 5.8～8.6（協定値） 6.6～7.5 6.8～7.3 月１回

ＢＯＤ（ｍｇ／㍑） 30（協定値） 8 <2 月１回

ＣＯＤ（ｍｇ／㍑） 160（水濁法） 16 2 月１回

ＳＳ（ｍｇ／㍑） 90（協定値） 12 2～4 月１回

鉛（ｍｇ／㍑） 0.1（協定値） 0.01 <0.005 月１回

フッ素（ｍｇ／㍑） 8（協定値） 4 0.8～2.6 月１回

法規制値（協定値） 自主管理値 実測値 測定頻度

ＮＯｘ（ppm） 180

 

（180） 150 47～71 年２回

ＳＯｘ（Nm3/ｈ） 17.48（8.75） 0.88 0.058～0.090 年２回

ばいじん（mg/Nm3） 300

 

（300） 30 4～16 年２回

騒音・振動測定結果（騒音

 

モールドプレス（機械プレス）、局所排気ファン（送風機）他、振動

 

コンプレッサー（圧縮機））

測定場所：時間 規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

騒音（ｄＢ） 敷地境界：昼 指定地域外 70 39～48 年１回

敷地境界：夜 指定地域外 60 － 任意

振動（ｄＢ） 敷地境界：昼 指定地域外 65 <30 年１回

敷地境界：夜 指定地域外 60 － 任意

その他測定結果（浄化槽法：主な測定結果（浄化槽Ｂ）

放流水質基準 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 5.8～8.6（望ましい範囲） 5.8～8.6 6.6～6.9 年４回

ＢＯＤ（ｍｇ／ℓ） 20（除く/既設浄化槽） 20 1.5～5.2 年４回

ＳＳ（ｍｇ／ℓ） － 90 0.3～2.0 年４回
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